























































































































1)、黒川美知代 2)、諸藤　康彦 2)、河上　章恵 3)、
　城尾　律子 3)、斉藤　成一 3)、藤村　玲子 3)、村上　　節 3)、
　小澤　麻矢 3)、渡辺　美奈 4)、山内恵美子 4)
　武蔵野赤十字病院では2012年4月より院内組織として医療安全推
進センターを発足させた。同センターは病院長直属のもとに、医療
安全推進室と患者相談室により構成され、副院長をセンター長に、
医療安全推進室長を副センター長に配置することで両者の緊密な連
携、協力をはかり、医療の質と安全性の向上を目指すことが期待さ
れている。両室は毎日ミーティングを行うとともに、医療安全推進
室は定期的に行われる相談室カンファレンスへの参加や院内ラウン
ドの協同実施により患者側からの医療安全に関する情報を取得して
いる。また、患者相談のなかから随時、医療安全に関する情報の提
供も受けている。一方、患者相談室は、療養相談、福祉相談、セカ
ンドオピニオン、診療録開示などの患者相談業務に加えて、医療安
全に関しても患者相談を受けつけている。また、医療事故発生時に
は患者と医療者の双方からの情報収集や対話促進支援などの活動を
通じて、医療安全上必要な情報の収集や対策立案のための資料作成
を行っている。さらに、患者安全管理委員会や医療事故対策委員会
にも参加している。両室が緊密に連携、協力して活動を行うことで、
情報共有やマンパワーの補完がなされ、その結果として医療事故の
未然防止や早期対応による影響緩和、医療安全への患者参加などが
促進され、当院の医療の質や安全性の向上に寄与していると思われ
る。医療安全推進センターが発足して１年を経過したことから、活
動状況をまとめ、報告する。
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